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研究会報告
11 まとめ
●見たいもの
-ルールの細部によらずに出現する構造
-その出現の鍵を掘る"ツポ"
●見たいものが見えそうなルール
ー削合 ･付着など､｢周囲の状況に依存する｣もの
一例えば小さいものから取り除くフィルターを掛けても改善されなかった
-コンテクストの出現-自ら複雑化できる
局所的に処理をするルールは､期待以上の働きをしない｡一見無意味に見えても､周囲
とのインタラクションのあるルールの方が系に豊かな振舞いをさせることが出来る様で
ある｡
現時点では､まだ代謝系のような振舞いをするタイルを構成できていないが､この構l
成するという作業を通じてそのようなシステムの理解をすることが出来るのではないか
と考える｡
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